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げ　　　

　
去
る
十
月
十
二
日
逝
去
さ
れ
た
茂
木

秋
広
村
長
の
村
葬
が
、
二
十
七
日
村
民

体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
あ
り
し
日

の
氏
の
面
影
を
し
の
び
、
永
年
に
わ
た

る
村
発
展
に
尽
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、

式
場
一
杯
に
つ
め
か
け
た
人
々
の
感
謝

の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
し
め
や
か
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
葬
は
午
後
一
時
か
ら
始
ま
り
、
村

内
外
か
ら
参
列
さ
れ
た
多
く
の
方
々
の

見
守
る
中
、
遺
族
代
表
の
長
男
・
茂
氏

の
胸
に
抱
か
れ
た
遺
骨
が
入
場
、
開
式

の
こ
と
ば
に
つ
づ
き
、
　
一
分
間
の
黙
禧

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
故
人
を
知

る
人
々
か
ら
の
弔
辞
、
献
花
と
す
す
み
、

遺
族
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、
会
場
か
ら

す
す
り
泣
き
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

．
午
後
三
時
す
ぎ
、
再
び
遺
族
の
胸
に

○

L
《）

抱
か
れ
て
遺
骨
が
退
場
し
、

し
ま
し
た
。

　
故
・
茂
木
秋
広
氏

　
　
　
　
　
　
略
　
歴

大
正
12
年
n
月
2
6
日
生
れ

　
　
　
　
　
召
2
　
　
3

式
は
終
了
　
H
4
．

　
　
　
　
　
召
8
　
　
4

　
　
　
　
　
旺
口
4

　
　
　
　
　
召
8
　
　
8

　
　
　
　
　
R
H
4

　
　
　
　
　
刀
口
9
。
0

　
　
　
　
　
　
”
口
5
　
　
　
1

。
　
－
　
　
江
南
村
助
役

．
612

．
2
　
　
江
南
村
長

。
21

儀じょう隊員にかこまれ退場する遺骨

刀
口
6

日
－
．

刀
口
0

日
3
．

　
　
～

刀
口
2

日
4

刀
口
7

n
口
3

　
　
～

刀
口
O
H
H
4

刀
口
O

日
4
　
　
～

刀
口
2
。

ロ
目
4

　
　
県
立
熊
谷
農
学
校
卒
業

　
・
1
6

　
　
　
江
南
村
議
会
議
員

　
・
2
8

　
・
2
4

　
　
　
議
会
総
務
委
員
長

　
・
3
0

　
・
3
1
・

　
　
　
議
会
議
長

　
・
2
4）

し

321221882

献花のもよう
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議会第3回定例会

助役に柴田忠雄氏を選任

　
　
　
　
へ

　
　
　
　
だ
　
　
＼
二

　
　
　
　
　
　
　
　
r

　
村
議
会
第
三
回
定
例
会
が
九
月
二
十

六
日
か
ら
十
月
四
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
助
役
の
選

任
、
昭
和
五
十
八
年
度
決
算
な
ど
で
、

全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
籔　　　凧一第三回定例会のもよ

鞠
恥
軸
肋
軌
軌
軸
軌
噸
叫
瞳
囮
町
晦
軌
叫
唖
吻
軸
噺
唖
叫
軌
軌
軌
軌
唾
則
唖
而
軌
呵
恥
恥
h
唖
唾
鴫
、
独
瓶
騙
叫
恥
叫
h
恥
煽
甑
噺
噺
噺
・
晦
触
晦
呵
唖
叫
嘱
噺
．
軌
、
勉
勘
唾
匝
町
呵
軌
期
暁
唖
、
唾
唾
噛
置
萌
賄
騒
恥
唖
唖
毘
亀
呵
駈
呵
呵
如
呵
軌
軸
恥
唖
動
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

助役就任

馨垂麹あいさつ

助役

柴田忠雄
　このたび、村長より、空席にな

っておりました助役選任のお話を

受け、去る9月26日の村議会のご
同意をいただき、10月3日より助
役として就任いたしました。

　これまで、埼玉県農林部耕地課

に30年勤務いたし、本村の土地改

良事業等を通し、間接的には村の
仕事に係わりをもっておりました

が、これからは、直接皆さまと接

することになりました。

　村では、中学校改築という大き

な仕事をすすめられ、また、地域

の開発、新しく町制施行に向って

大きく躍進しようとしております

　こうした時期に、重責をけがす
二ととなり、私に課されました責

任の重大さを改めて痛感いたしま

すとともに、これからの村政の一

翼を担うものとして、村民の皆さ
まの信頼と負託にお応えするよう

全力を kげる決意でありますので

暖かいご指導、ご支援、ご協力を
お願い申し上げ、ごあいさつとい
たします。

辱温戸5耳ξ掘昂言盲百互身茸茸多茸盲、百量ξξ葦曹4互ぎ曹響互響蜜『』FJ

選
　
任

●
助
役
の
選
任
　
　
　
　
　
，
”

　
前
助
役
の
退
任
（
六
月
三
十
日
付
）

に
よ
り
空
席
と
な
っ
て
い
た
助
役
に
、

前
埼
玉
県
農
林
部
耕
地
課
課
長
補
佐
・

柴
田
忠
雄
氏
が
選
任
さ
れ
、
十
月
三
日

付
で
就
任
し
ま
し
た
。

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な
る
教

育
委
員
に
、
小
島
孫
一
、
持
田
包
雄
の

両
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
島
　
孫
一

（
住
所
）
江
南
村
大
字
樋
春
一
一
八
五

　
　
　
　
番
地

（
生
年
月
日
）
大
正
七
年
五
月
三
十
日

　
持
田
　
包
雄

（
住
所
）
江
南
村
大
字
押
切
一
四
五
番

　
　
　
　
地
の
一

（
生
年
月
日
）
大
正
八
年
九
月
三
十
日

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

す
責
ま
一
さ
う
で
を
い
　
罪

　
　
　
㍉
　
（

　
　
　
／

　
選
任

　
任
期
満
了
に
伴
い
次
の
方
が
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
田
　
徳
重

（
住
所
）
江
南
村
大
字
成
沢
二
一
五

（
生
年
月
日
）
大
正
六
年
五
月
十
七
日

補
正
予
算

●
五
十
九
年
度
一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
一
千
百
五

十
万
七
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
六
億
九
千
六

百
三
十
一
万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
は
、
農
林
関
係
で
補
助

金
が
決
定
し
た
こ
と
や
、
土
木
関
係
で

当
初
で
削
減
さ
れ
て
い
た
事
業
に
つ
い

て
、
財
源
の
目
途
が
つ
い
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
行
わ
れ
た
補
正
で
す
。

●
五
十
九
年
度
国
保
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
百
八
十
一
万

五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二
億

八
千
七
百
七
十
一
万
八
千
円
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

る
退
職
者
医
療
制
度
に
伴
う
補
正
で
す
。

●
五
十
九
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
六
十
三
万

一
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
一
一
億
・

一
千
九
百
七
万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
理
由
は
五
十
八
年
度
分
の
繰
越
金

が
決
定
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
補
正
で

す
。●
五
十
九
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計

　
職
員
の
異
動
に
よ
る
人
件
費
増
加
分

の
の
補
正
や
小
江
川
地
内
中
央
道
路
改
修

工
事
、
大
沼
公
園
わ
き
の
住
宅
増
加
を

見
込
ん
だ
水
道
管
布
設
替
え
工
事
等
に

よ
る
補
正
で
す
。

　
　
決
算
の
認
定

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
一
般
会
計
、
各

特
別
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
内

容
に
つ
い
て
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
　
そ
の
他

●
江
南
村
を
江
南
町
に
す
る
こ
と
に
つ

　
い
て

　
本
村
で
は
現
在
町
制
施
行
の
準
備
を

す
す
め
て
い
ま
す
が
、
町
制
施
行
を
知

事
に
申
請
す
る
た
め
に
は
地
方
自
治
法

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
が
必
要
で
、
そ

の
議
決
が
得
ら
れ
た
も
の
で
す
。

第
主
回
臨
時
議
会

村
葬
と

　
　
村
長
選
挙
費
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正

　
第
二
回
臨
時
議
会
は
十
月
十
八
日
開

か
れ
、
故
・
茂
木
秋
広
村
長
の
死
去

に
伴
い
行
わ
れ
る
村
葬
と
村
長
選
挙
の

費
用
に
つ
い
て
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
額
は
、
村
葬
費
五
百
五
十
万
円
、
村

長
選
挙
費
二
百
万
円
で
す
。
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　　　投票時間　午前7時～午後6時

　
故
・
茂
木
秋
広
村
長
の
死
去
に
伴

い
行
わ
れ
る
江
南
村
長
選
挙
は
、
十
月

二
十
日
に
開
か
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会

で
、
十
二
月
二
日
投
票
、
即
日
午
後
七

時
開
票
と
い
う
日
程
に
決
ま
り
ま
し
た
。

．
こ
の
選
挙
は
、
今
後
四
年
間
私
た
ち

の
代
表
と
し
て
村
政
を
任
せ
ら
れ
る
人

を
選
び
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
も

大
切
な
選
挙
で
す
。

　
私
た
ち
の
一
票
が
い
か
に
尊
い
価
値

あ
る
一
票
で
あ
る
か
を
自
覚
し
、
義
理

や
人
情
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

公
正
で
明
る
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
有
権
者
は
一
人
一
人
「
き

れ
い
な
選
挙
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
日
本
国
民
で
、
年
齢
満
二
十
歳
以
上

で
江
南
村
に
引
き
続
き
三
カ
月
以
上
住

所
が
あ
り
、
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
。

◎
選
挙
人
名
簿
の
登
録
基
準
日

　
　
　
　
…
…
：
十
一
月
二
十
五
日

◎
登
録
日
…
…
…
…
十
【
月
一
一
十
六
日

　
し
た
が
っ
て
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り

今
回
の
村
長
選
で
投
票
で
き
る
方
は
、

一
、
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
三
日
以
前

　
に
生
ま
れ
た
方
で
、

二
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
一
一
十
五
日
以

おもな日程など
○告示日……∵・……11月27日（火）

O投票日……………12月2日（日）
　　　　　　　　　午前7前～午後6時

○開票日……………12月2日（日）

　　　　　　　　　午後7時～

O不在者投票の
　できる期間………11月27日（火）～12月1日（fヒ）

　　　　　　　　　午前8時30分～午後5時

O立候補予定者説明会…11月16日（斜役場会議室

　　　　　　　　　　午前10時～

※投票できる人

　昭和39年12月3日以前に生まれ、昭和59年8月25日以前から

　江南村に住所があり、村の住民基本台帳に引き続き投票日ま

　で記録されており、選挙人名簿に登録されている方。

）

ノ
」
㍗

．
前
か
ら
江
南
村
に
住
ん
で
い
て
、

三
、
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
引
き
続
き

　
投
票
日
ま
で
記
録
さ
れ
て
お
り
、
選

　
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

※
転
出
す
る
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
村
の
選
挙
で
は
、
投
票
日
の
前
日
で

あ
っ
て
も
、
江
南
村
か
ら
他
の
市
町
村

へ
転
出
し
て
し
ま
う
と
投
票
で
き
ま
せ

ん
。　

投
票
所
は
、
い
ま
ま
で
通
り
五
カ
所

設
置
し
ま
す
。
各
投
票
区
の
投
票
所
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
村
内
の
各
投
票
所
一
覧

投票区 投　　票　　所

第　1 農業総合センター

第　2 江南北小学校体育館

第　3 板井研修センター

第　4 江南南小学校体育館

第　5 坂　上　公　民　館

　
投
票
所
の
受
付
が
ス
ム
ー
ス
で
正
確

に
運
ぶ
よ
う
、
投
票
所
入
場
券
を
発
行

し
ま
す
。
入
場
券
を
よ
く
ご
覧
い
た
だ

　
　
　
　
ノ
、

　
　
　
　
　
　
）

立
候
補
予
定
者

　
　
　
　
説
明
会

　
明
る
く
正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
ま
た
、
立
候
補
の
届
出

が
円
滑
に
で
き
る
よ
テ
、
関
係
機

関
の
ご
協
力
を
得
て
、
次
の
と
お

り
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
立
候
補
予
定
者
ま
た
は

責
任
者
の
方
（
二
名
以
内
）
の
ご

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
十
一
月
十
六
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
十
時

■
場
　
所
　
江
南
村
役
場
会
議
室

※
当
日
、
立
候
補
に
必
要
な
書
類

　
を
お
渡
し
し
ま
す
。

き
、
投
票
所
の
場
所
や
、
投
票
時
問
な

ど
間
違
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
入
場
券
は
十
一
月
二
十
七
日
（
告
示

の
日
）
か
ら
郵
送
で
皆
様
の
お
手
も
と

へ
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

選
挙
人
名
簿
の

　
　
　
　
　
　
　
　
縦
覧

　
選
挙
時
登
録
に
よ
り
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
方
の
名
簿
の
縦
覧
を
次

に
よ
り
行
い
ま
す
。

一
、
縦
覧
期
問

　
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
二
十

八
日
ま
で
。

一
、
縦
覧
場
所
　
江
南
村
役
場
内
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次
の
よ
う
な
理
由
で
、
投
票
日
に
投

票
所
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
不
在
者

投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
投
票
日
当
日
や
む
を
え
な
い
用
務
又

　
は
事
故
の
た
め
、
村
を
は
な
れ
て
旅

　
　
　
∩
　
今

　
行
中
又
は
滞
在
中
の
場
合
。

○
疾
病
・
負
傷
・
妊
娠
な
ど
の
た
め
、

　
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
。

■
期
　
間
　
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
十

　
　
　
　
　
一
一
月
一
日
（
投
票
日
の
前

　
　
　
　
　
日
）
ま
で

臨
時
　
間
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

　
　
　
　
　
後
五
時
ま
で

■
■
場
　
所
　
江
南
村
役
場
内

■
持
参
す
る
も
の
　
印
か
ん

在
宅
の
ま
ま
で
き
る

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
等
を
有
す
る
方
で
障
害
の

程
度
が
次
に
あ
て
は
ま
る
方
は
、
在
宅

の
ま
ま
で
投
票
で
き
る
郵
便
投
票
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
は
、
郵
便
に
よ
る
た
め
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は

ま
ず
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
選
管
へ

請
求
し
て
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

そ
れ
を
提
示
し
て
郵
便
投
票
の
請
求
を

し
て
下
さ
い
。
精
求
は
告
示
前
か
ら
で

き
ま
す
が
、
十
一
月
二
十
八
日
の
午
後

五
時
に
は
締
切
ら
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ

る
方
は
お
早
目
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

の
で
き
る
方

●
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
両
下
肢
、
体

幹
の
障
害
で
一
級
・
二
級
。
心
臓
・
じ

ん
臓
」
呼
吸
器
の
障
害
で
一
級
も
し
く

は
三
級
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た

は
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で

障
害
の
程
度
が
こ
れ
ら
の
障
害
の
程
度

に
該
当
す
る
と
知
事
が
証
明
し
た
方
。

●
戦
傷
病
者
手
帳
に
、
両
下
肢
・
体
幹

の
障
害
で
、
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
障
害
で
、

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
と
記
載
さ
れ

て
い
る
方
、
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
で
、
障
害
の
程
度
が
こ
れ

ら
の
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
と
、
知

事
が
証
明
し
た
方
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
（
一

選
挙
運
動

こ
ん
な
行
為
は
違
反
で
す

　
選
挙
運
動
は
本
来
自
由
で
あ
る
べ
き

で
す
が
、
公
正
な
選
挙
を
行
う
た
め
に

は
、
あ
る
程
度
の
制
限
は
や
む
を
え
ま

せ
ん
の
で
、
公
職
選
挙
法
で
い
く
つ
か

の
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
候
補
者
、
運
動
員
、
有

権
者
の
区
別
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
人

に
対
し
て
次
の
行
為
は
選
挙
違
反
と
な

り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
戸
別
訪
問

　
有
権
者
の
家
を
た
ず
ね
て
投
票
を
依

頼
し
た
り
、
ま
た
は
投
票
を
さ
せ
な
い

よ
う
に
依
頼
す
る
よ
う
な
行
為
は
「
戸

別
訪
問
」
と
し
て
す
べ
て
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
飲
食
物
の
提
供

　
特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
し

て
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

が
い
か
な
る
名
義
で
あ
っ
て
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば

　
①
候
補
者
が
、
選
挙
運
動
員
の
慰
労

　
の
た
め
に
酒
類
を
与
え
る
こ
と
。

　
②
第
三
者
が
、
い
わ
ゆ
る
陣
中
見
舞

　
と
し
て
候
補
者
に
酒
や
料
理
を
提
供

　
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
な
ど
の
飲
食
物
の
提
供
は
、

い
っ
さ
い
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
普
通
の
お
茶
や
、
お
茶
受
け

程
度
の
菓
子
を
出
す
の
は
、
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
署
名
運
動

　
あ
る
特
定
の
候
補
者
の
た
め
に
、
投

票
依
頼
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
、
○
○

さ
ん
に
投
票
し
な
い
と
い
う
趣
旨
の
署

名
を
集
め
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
選
挙
に
関
す
る
署
名
を
集
め

る
行
為
は
、
方
法
の
い
か
ん
を
問
わ
ず

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
連
呼
行
為

　
選
挙
運
動
の
た
め
に
、
一
定
の
文
句

を
連
呼
す
る
行
為
は
、
原
則
と
し
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
演
説
会
場
や
街
頭
演
説
の

場
所
で
行
う
場
合
や
、
午
前
八
時
か
ら

午
後
八
時
ま
で
の
間
に
選
挙
運
動
の
た

め
に
使
用
す
る
自
動
車
の
上
で
連
呼
を

行
う
二
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
二
日
に
は
、
私
た
ち
の

爆
雛
饗
講
繋

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
村
は
、
え

私
た
ち
が
選
ん
だ
袋
の
手
に
委
考

ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
ど
う
か
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
良

く
菱
て
貴
重
窒
票
を
生
か
し
よ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
長

を
揖
票
田

　「

な
永
重
賑

参
考
ま
で
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、

一
、
必
ず
投
票
す
る
こ
と
。

二
、
良
く
選
ん
で
自
分
の
意
志
で

　
投
票
す
る
こ
と
。

三
、
選
挙
で
選
ん
だ
人
を
選
び
放

　
し
で
な
く
た
え
ず
見
守
る
こ
と
。

四
、
明
る
い
選
挙
を
す
る
た
め
に

　
候
補
者
は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者

　
も
努
力
す
る
こ
と
。

　
以
上
何
か
と
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
選
挙
は
す
べ
て
の
村
民
が
自

覚
し
て
こ
そ
良
い
政
治
、
明
る
い

江
南
村
建
設
へ
の
近
道
だ
と
信
じ

ま
す
。

　
最
後
に
、
日
ご
ろ
選
挙
に
つ
き

ま
し
て
の
ご
協
力
に
対
し
、
心
よ

り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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税
を
知
る
週
間

11

月

　
国
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で
安
定

し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
税
金
は
、
．
国
が
活
動
す
る
た
め
の
大

切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
税

金
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
や
、
使
い

み
ち
な
ど
を
皆
さ
ん
に
十
分
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
正
し
い
申
告
と
納
税
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
年
も
十
一
月
十
一
日
（
日
）
か
ら

十
七
日
（
土
）
ま
で
を
「
税
を
知
る
週

晶
　
　
　
　
　
　
　
撚
盤
　
　
鑛

皿
…
　
　
　
叢

ヨ
育
講
演
会
を
次
の
と
ぢ
開
催

晶
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ふ
る
っ
て
ご
聴

昂
講
く
だ
さ
い
。

別
と
き

㎜
＋
百
＋
百
早
後
二
時
－

晶
　
午
後
四
時

皿
…
■
と
こ
ろ

㎜
江
南
北
小
学
校
体
育
館

晶
■
演
題
と
講
師

晶
　
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
次
長

晶
　
　
沼
尻
和
也
先
生

昂
　
　
　
　
　
　
馨
贈
　
　
蛇
　
鰹
騨
仲
　
　
奪
冨

11

日
～
1
7
日

間
」
と
し
、
こ
の
期
間
中
『
こ
の
社
会

あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い
る
』
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
な
ど
を
通
じ
た
座
談
会
や
デ
パ
ー
ト

な
ど
で
の
臨
時
税
務
相
談
、
税
金
展
の

騨煽～
枷
塀

（
，

窃
　
　
冒
翼
’

璽
　
　
　
属
1

　
　
　
　
　
噂

き
落

苗
蝋

餐
ー
灘
難
羅
雛
講
蝶
　
　
　
　
　
　
晶

更
靴
、
　
　
き
ウ
　
釜
μ
脚
仲
　
　
　
　
　
　
　
晶

「
妻
さ
ん
毒
さ
ん
の
教
育
改
革
」
㎜

※
当
日
は
、
各
自
ス
リ
ッ
パ
を
ご
用
意
晶

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
陥

1
0
ー
ー
O
l
O
ー
○
ー
O
i
晶

教
育
相
談
　
㎜

　
ご
家
庭
で
教
育
上
お
困
り
ご
と
が
あ
晶

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
晶

さ
い
．
ご
相
談
の
と
き
は
事
前
に
薫

話
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
晶

　
費
三
六
ー
五
四
六
低
　
　
　
　
　
晶

開
設
な
ど
各
種
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
税
金
に
つ
い
て
困
っ
た
と
き

や
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
税
を
知
る
週

間
中
に
限
ら
ず
最
寄
り
の
税
務
署
・
税

務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

小
犬
等
の
巡
回
収
集

　
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
日
…
…
十
一
月
三
十
日
（
金
）

■
時
間
と
場
所
（
時
間
は
午
前
）

●
九
時
三
十
分
～
四
十
分
大
坂
農
業
教

育
セ
ン
タ
i
入
口
／
九
時
四
十
五
分
～

五
十
五
分
静
簡
院
入
口
／
十
時
五
分
～

十
五
分
野
原
青
木
仲
吉
さ
ん
宅
裏
／
十

時
二
十
五
分
～
三
十
五
分
農
協
南
支
所

十
時
四
十
分
～
五
十
分
小
原
十
字
路
農

協
倉
庫
前
／
十
一
時
～
十
分
三
本
あ
づ

ま
や
前
／
十
一
時
十
五
分
～
二
十
五
分

農
協
本
所
／
十
一
時
三
十
分
～
四
十
分

御
正
新
田
宿
火
の
見
鉄
塔
前
／
十
一
時

五
十
分
～
正
午
江
南
村
役
場

年末資金は

国民金融

公庫で

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
た
だ
い
ま
年

末
資
金
の
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
資
金
の
お
手
当
に
、
当
公

庫
の
「
普
通
貸
付
」
を
お
役
立
て
く
だ

倦
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
、
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
、
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
2

N
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村民文化祭は
　　中止に

O昭和54年以来、村民のみなさ

　まに親しまれてきました文化

　祭は、今年は都合により中止

　させていただきます。

　ご了承ください。

サ　。．・　》
　　　V

　　　　幽

r
Z
Z
～
～
～
Z
Z
Z
、
Z
～
、
Z
～
ζ
ζ
ζ
ζ
Z
～
～
ζ
ζ
ζ
ζ
Z
Z
～
Z
～
Z
乙

さ
い
。

※
　
年
末
商
戦
に
備
え
て
、
商
品
仕
入

　
資
金
に
。

※
　
支
払
手
形
や
買
掛
金
の
決
済
資
金

　
に
。

※
ボ
ー
ナ
ス
や
諸
経
費
の
支
払
資
金
に
。

　
こ
の
ほ
か
、
機
械
・
車
輌
の
購
入
・

店
舗
の
増
改
築
資
金
な
ど
に
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ご
融
資
の
条
件
は
次
の
と

お
り
で
す
。

＊
ご
融
資
額
　
二
千
百
万
円
以
内

　
（
設
備
資
金
は
三
千
万
円
）

＊
ご
融
資
期
間
　
運
転
資
金
五
年
以
内

　
設
備
資
金
十
年
以
内

＊
利
率
　
年
七
・
九
％

　
こ
の
ほ
か
、
業
種
や
お
使
い
み
ち
に

応
じ
た
融
資
制
度
も
ご
ざ
い
ま
す
。
詳

細
は
国
民
金
融
公
庫
熊
谷
支
店
相
談
係

費
〇
四
八
五
ー
二
一
・
1
二
七
三
一
、
ま

た
は
お
近
く
の
商
工
会
議
所
、
商
工
会

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
》
β
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
〔
蹴
難

押
　
切
古
谷
明
誉

　
市
川
　
真
也

　
佐
藤
亜
紗
美

樋
春

　
清
藤
麻
紀
子

　
高
田
宏
樹

御
正
新
田

　
石
嶋
　
圭
介

　
関
口
　
雅
俊

小
江
川

　
小
林
主
弥

　
野
口
　
寛
美

野
　
原

　
木
村
　
　
梓

板
井

　
宇
治
川
友
美

長
男
　
（
厚
　
）

長
男
　
（
松
　
夫
）

長
女
　
（
之
　
則
）

長
女
　
（
實
雄
）

長
男
　
（
正
　
明
）

長
男
　
（
好
世
）

長
男
　
（
菊
夫
）

三
男
　
（
博
　
行
）

長
女
　
（
文
　
丈
）

長
女
　
（
勝
　
見
）

長
女
　
（
日
舛
　
）




